
平成22年度優れた劇場・音楽堂からの創造発信事業

【原林神社】
永承２年（1047）の創祀と伝えられ、
祭神は速素盞鳴命（はやすさのお
のみこと）。古くから地域の厚い信
仰に支えられてきた。

【大原神社】
岐尼神社へ合祀されたが
現在も親しまれ、境内で
盆踊りも行われている。

　
今
年
も
各
神
社
で
の
浄
瑠
璃
公
演
が
や

っ
て
き
ま
す
。

　
能
勢
に
は
古
く
か
ら
地
元
に
馴
染
み
の

深
い
神
社
が
多
く
点
在
し
ま
す
。
緑
を
覆

う
木
々
に
周
り
を
囲
ま
れ
た
神
社
と
、
浄

瑠
璃
と
の
組
み
合
わ
せ
は
、
感
慨
深
い
も

の
を
感
じ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
か
が
り
火
・
ろ
う
そ
く
の
光
…
秋
の
夜

長
、
境
内
で
幻
想
的
な
浄
瑠
璃
の
世
界
に

浸
り
ま
せ
ん
か
。

■
会
場
・
日
時

　
○
原
林
神
社
（
下
田
尻
）

　
　
９
月
11
日
（土）

　
　
午
後
６
時
30
分
か
ら

　
○
大
原
神
社
（
山
田
）

　
　
９
月
18
日
（土）

　
　
午
後
６
時
30
分
か
ら

　
※
両
日
と
も
入
場
無
料

※
両
神
社
と
も
本
殿
前
に
て
上
演
し
ま
す
。

※
両
会
場
と
も
に
天
候
不
良
時
は
予
備
日

　
（
翌
日
）
に
延
期
し
ま
す
。

※
当
日
・
予
備
日
と
も
に
天
候
不
良
時
は

　
中
止
と
な
り
ま
す
。

※
駐
車
場
が
限
ら
れ
て
お
り
混
雑
が
予
想

　
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
車
で
お
越
し
の
場

　
合
は
乗
り
合
わ
せ
等
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
演
目

○
人
形
浄
瑠
璃
「
能
勢
三
番
叟
」

○
素
浄
瑠
璃
「
御
所
桜
堀
川
夜
討

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
弁
慶
上
使
の
段
〜
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
林
神
社
の
み
）

○
素
浄
瑠
璃
「
生
写
朝
顔
日
記

　
　
　
　
〜
宿
屋
か
ら
大
井
川
の
段
〜
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
原
神
社
の
み
）

○
人
形
浄
瑠
璃
「
傾
城
阿
波
の
鳴
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
巡
礼
歌
の
段
〜
」

○
人
形
浄
瑠
璃
「
本
朝
廿
四
孝

　
　
　
　
　
　
　
〜
奥
庭
狐
火
の
段
〜
」

※
案
内
役
は
講
談
師
の
旭
堂
南
青
が
務
め

　
ま
す
。

※
内
容
向
上
の
た
め
、
演
目
等
に
変
更
が

　
あ
る
場
合
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
主
催

　
能
勢
町

　
能
勢
町
郷
土
芸
能
保
存
会

　
能
勢
人
形
浄
瑠
璃
実
行
委
員
会

　
能
勢
人
形
浄
瑠
璃
鹿
角
座

■
後
援

　
能
勢
町
教
育
委
員
会

■
助
成

　
財
団
法
人
地
域
創
造

　
淨
る
り
シ
ア
タ
ー
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